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第４章　　地域の歴史文化

坂越（坂越湾周辺）地区の歴史文化遺産一覧（1） ※視点番号は 252 頁を参照。

1 2 3 4 5 6

1
祭り祭礼用和

(付 1棟)
◎ 17 18 19 ● ●

大 神社(坂 )の祭礼「坂 の 祭」において用いられる祭礼用和 。行列をつくる11 のうち （ 馬）、楽 、
御座 (神輿 )、 護 (議 )、 の6 が兵庫県指定有形民俗文化財となっている。

2
定法

(付)大西家文 一
◎ 18 27 30 ●

約181 、高さ約25.3 の板に、 国各地への 乗り 定を きしたもので、 業で栄えた坂 の実態をよ
く示した資料である。 、 、対馬、 、 田などの地名が かれ、 までの に応じて が定められて
いる。市指定有形文化財。

3 見の地 さん ● 19 ● ●
もと 文3（1738）年の地 があったが、地下に 設され、新たな り が 置されている。現在の地 は 高60
を測る。

4 西の地 さん ● 19 ● ●
坂 下に所在する、 高72 を測る 保2（1742）年造立の り 。 （俗名 大西 ）の25 にあたり
建立されたもので、かつては西よりの 地にあったが、明治19（1886）年 風 により して現在地に移された。

5 入江の地 さん ● 19 ● ● 坂 町にある、 高46 の り地 。

6 おたいしさん ● 19 ● ●
大黒にある、 りの石造 。「 法さん」とも われる。平成10（1998）年に移転。

7 地 （ 町） ● 19 ● ●
道寺裏山の 高川家 地内にあり、 和4（1618）年に きた「 垣 」で した人を鎮めたもの。建立年代不
。

8 石仏 ● 18 19 36 ● ● 自然石を5 に積み上げたもので「高谷の 石」とも呼ばれ、周辺の地名の始まりともいう。

9 八十八ヶ所石仏 ● 19 ● ● 見寺周辺にあり、昭和6（1831）年に 山に 置されたもの。

10 え仏(高谷) ● 19 ● ●
高谷 同 地の え仏として 置されている石造の で、 明3（1783）年に造立された りの立 。北

から で ち ったと われている。

11 道 ● 18 27 ●
かつては高谷 在所付近にあったが、平成3(1991)年に現在の木戸門跡広場の に移築された。高さ94 の
の道 で、「 大坂 城下 道」、他面には「 み と」とある。

12 下高谷の道 ● 18 27 ●
下高谷の坂 水源地南の県道周世尾 線の に建つ、高さ110 、18 の花 の道 。「 さこし道 国

所」、他面には「 大坂道」とある。平成3(1991)年に現在地に移された。

13 小 御前の ● 19 32 35 ● ●

が8基 置されており、南北 の いに れ坂 に していた南 の 小 （後亀山 の 子）の と
わる。小 御前は、 の 後の山名 豊が坂 に進 するに及んで、ことこれまでと坂 の海に入水自 したとい

い、その場所の海 に「御前 」と呼ばれる があり『播 赤穂郡 』にも る。現在はふるさと海岸整備により 立てら
れ 地となっている。（赤穂の昔話）

14 小 御前之 ● 19 32 35 ● ● 海岸 いの敷地に、海からみて御前 があった方向に建てられている。

15 児 高 ● 19 32 35 ● ●

『 平 』によれば、児 高 は新田 とともに足利 氏と戦い、 見寺で を し各地を転戦し、 年坂 で した
という。 岡園中に児 高 の と えられる があるが、 自体はその から考えて近世 期のものであ
る。

16 海難 者 ● 19 27 ● ●

見寺境内にある。明治19(1886)年建立。高川家 は、和 山県 で し乗り組みのうち 野清 ら3
人が 助されたが7人が 。一周 にあたり の高川家が建立した。 助にあたった三 の長 松 に対し
時の県 から渡された が残っている。

17 児 贈 三 之 ● 19 ●
南北 の時、南 に くしたという児 高 の 。海 大 東郷平八 が 。 陰 は赤穂 、赤松 が
す。児 贈 三 保存 名 の 野 。大正3(1914)年建立。

18 山 善 ● 19 ●
明治25（1892）年、赤穂・ 子生まれ。 め立て、 場 、水道敷設などに した。村長29年、地方 労者。昭
和32(1957)年に を建立。

19 奥 平 之 ● 19 ●
保8(1837)年生まれ。奥 家の 頭として 家の 栄に くした。 岡園十三景の設計にも する。大正7(1918)年

に82 で 。 は大正7(1918)年に建立。

20 有 の ● 19 ●

楽寺境内にある。 有 は 名を松 和 門行 といい、もと高松 で 、 館と号し、 して 有玄
道といった。坂 では 道寺 に み、多 門人に和 や絵画、 道を えた。文化11(1814)年に で する
が、門人らが 楽寺境内に 石を建て、 の鉄 と十 を った。

21 木村秀 業 ● 19 ●

東秀 として明治3(1870)年大 に生まれ、 くして 方の木村姓を名乗る。大 の 種 屋につとめ、 学に通って
を 、22 で 立。明治43(1910)年、坂 に木村 所を設立、 マ シウムを 造したほか、昭和

4(1929)年に 虫 を原料に 虫 アー を発明した。木村氏の名は 「地 印」として 国に広まったほか、坂 小
学 建築 を寄付するなど地域にも した。昭和20(1945）年 。昭和3(1928)年建立。

22 木村秀 之 ● 19 ● 昭和29(1954)年建立。

23 絵馬(大 神社) ● 18 19 30 ● ●
大 神社の に 納されているもので、最古のものは明和6（1769）年のものが見られる。

24
イ ノキの虫こぶ
（ヒ ンの実）

● ●
大 神社の境内にあるイ ノキの虫こぶ。虫こぶは虫の た に息を き入れるとヒューという がして として遊びに
使われる。イ ノキの 名をヒ ンノキ、実はヒ ンの実ともいい、 の に由 する。

25 生 ・生 林 ◎ 17 18 19 31
32
35

● ● ● ●

坂 に かぶ周 2㎞余りの小 。 河 が したと わる。 内西 には 河 の 所、神水 戸、東 には
辺に石鳥 を有し 壁に まれた御旅所と、祭礼 を 納する が建っている。古 から神地であり 木 採や
内に入ることが されており、その に られて 林が生 。国立 園 保護区にも指定されている。 内の

植物は190種余り、海 植生から森林 のものまであり、国内の植物分 として な 林。国 然 物。昔話では、
生 の木を 採した者への りが残されている。（赤穂の昔話）

26 みかんのへた山古 ◎ 17 31 ● ● ●

高79 の山頂に築かれた直 約38 の は、海上から見ると「みかんのへた」のように見える。5世 中頃、 形に
する地形を利用してつくられた古 。坂 を眺望できる場所につくられていることから、海人の 長 と考えられ

る。すぐ に2号 もある。県指定 跡。

27
黒 所
( )黒 所 ・

道寺  1
◎ 18 19 27 30 ● ● ●

坂 海域で 難や病 などによって した人を した場所(他所三 )。『 道寺 』 によると、北は 、
南は 種子 、西は対馬、東は までの29 国の人が されている。文化4(1807)年 域が 張された。なお境
内にある地 は、 12（1699）年に奥 田で した大西 之助の 養にと、同地の大 寺に って行ったが

が下り 、寺境内に放置されていたのを、文化8（1811）年の 張改 にあわせて黒 所内に 置されたものとい
う。県指定 跡。

28 見寺観 堂 ◎ 18 19 29 32 ● ●

見寺は、 平 年間（749～757）に行基が開基し、のち大同 （806）年に空海が中 したと わる。観 堂は 治
2（1659）年に 山中腹に建立され「 通 」とも呼ばれたが 風で大 、 保7（1772）年に 建。近世には珍しい
造りの建造物として、市指定建造物。

29 旧坂 所 ◎ 18 ●

保2～3(1831～1832）年に建築、坂 所として使用されたほか、赤穂 の の 所にもなった。昭和
5(1930）年に大改造され 坂 堂となる。平成5～6(1993～1994）年にかけて解体 整備を行い建築当時の に

、一般 開。市指定建造物。

30
鳥 町地 堂
（付）石造地 及び
名号石

◎ 18 19 35 ● ●

建築年代は 道寺旧 に 保6(1721)年とあり、明治25(1892)年の 以 も、平成9(1997)年まで小 な が
度か行われたが、建築的 を示す 部はよく残されていて、市内の同種 のなかでは最古のものに し、原形をよ
くとどめている。民 の 民 をよく示す建物として な がある。市の文化財として指定後の平成24（2012）年
に 。堂内に 置されている地 は りの で 11（1698）年の造立とされているが、風化が ない。

31 小 跡 ● 34 ● 坂 の一部を形成する ヶ 周辺にある

32 小 古 ● 17 34 ●
坂 の一部を形成する ヶ 周辺にある古 。横 石 と 石 が じっており、古 時代後期の
築造とされる。平野がない地区の古 であることから、漁労を生業とした人々の と考えられている。

33
生 古 ・生 古
( 河 )

● 17 19 31 34 ● ● ● ●
生 内に築かれている古 。このうち1号 は 高44.2ｍのところにある生 古 （ 河 ）であるが、 で
あり築造年代は明らかではない。ほか生 内には2基の古 が されている。

34 坂 城跡 ● 18 29 32 34 ●
坂 の北、上ノ山と呼ばれる 高約30ｍの小 にあった。城跡はかつて小学 運動場に使用されて完 に整地され
ており、 の跡は残っていない。現在は展望広場となっている。

35 山城跡 ● 18 19 29 34 ● ●
坂 の北にそびえる 高約130ｍの 山( 山ともいう)の山頂にあったという。現在は が建ち、整地され
ていて城跡の は できない。

名　称 もの 場№ こと 解　説
地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化
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第４章　３．地域に根差した歴史文化の視点

坂越（坂越湾周辺）地区の歴史文化遺産一覧（2） ※視点番号は 252 頁を参照。

1 2 3 4 5 6
名　称 もの 場№ こと 解　説

地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化

36 八祖山経 ● 17 19 29 34 ● ●
八祖山の尾根のほぼ中 にある。八祖山は坂 と千種川の間にある 高約70ｍの の山。赤穂高 部
による発 が行われ 土した土 片から、古 ではなく経 を めた経 であることがわかった。

37 下高谷 跡 ● 17 34 ●
現在の坂 便 建設に って兵庫県 が発 を実施し、古代～中世の集 跡が見つかった。

38 古 ● 17 34 ● 坂 に かぶ に築かれている古 。 のため は不明。

39 満 跡 ● 19 32 ●
『播 赤穂郡 』によると、 (901)年に 原道 が の 、坂 を し を させたという。 年中
(947～957)に られ、 根の 満 と同じであると されている。

40 大 神社御旅所 ● 17 18 19 31 33 ● ● ● ●

坂 大 神社の御旅所は対岸の生 内にある。御旅所は 保4(1719)年12 に 建された、瓦葺で仏 様 の建物。
平成16（2004）年に赤穂市市街地景観 建築物に指定された。隣接する 祭り祭礼用和 には、坂 の 祭で
使用される祭礼用和 が 納されている。

41 大 神社 ● 17 18 19 31
32
33

● ● ● ●

祭神は 大神、大 大明神( 河 )、 大神。神社創建は不 であるが、播磨国総社 によると養和
(1181)年には祭神 神24座に列せられていたという。 ・ ・神門は江戸時代に 建され、絵馬堂には古絵馬が多
く 納されている。秋の 大祭の 祭は国 無形民俗文化財に、その祭礼用和 は兵庫県有形民俗文化財に指
定。神門の 立 ・ 神 や、 保4(1719)年に 建された仏 様 の建物である御旅所などに神仏 合の名残
が見られる。

42 神社（上高谷） ● 19 ● ● 上高谷集 の 後の山 にある神社。

43 神社（下高谷） ● 19 ● ● 下高谷集 の 後の山 にある神社。

44 神社（ 見） ● 19 ● ● 見集 の 後にある神社。

45 見寺 ● 18 19 29 ● ●

平 （749～757）年間頃に行基の創建、大同年中（806～810）の空海の と わり、盛時には16 5 を えた
大山岳寺院であったが、 の によって く したという。その後、明応3（1494）年に されたが、慶応4・明治

（1868）年の神仏分 によって し、現在に至る。境内には観 堂や様々な 法大 や地 があるほ
か、周辺の 山には りの石造不動明 がある。

46 見寺 院跡 ● 18 19 ● ●

山 見寺の であり、文明17(1485)年の の後、明応3(1494)年に乗 が 建。その後 舎は明治6(1873）年
に坂 の小学 「松風 」 舎として使用され、小学 整地のため明治41(1908）年に観 堂下に 小移築され
た。昭和54(1979)年に 化のため大 で 、現在は 保3(1832)年に 建された山門が残るのみである。

47 道寺 ● 18 19 35 ● ●

土 寺 。 5(1532)年に善 門 学西が開基した。 の 仏の木 は 9(1632)年に高 で
漁 にかかったものを奥 が けて 堂に 置したものと わる。山号は光明山。 堂は 保19(1742)年に、山
門は 3(1753)年にそれぞれ 建され、 は 保2(1742)年に、 は 2(1749)年に建立されたもの。 の
ついた の い えが残る。（赤穂の昔話）

48 楽寺 ● 18 19 32 ● ●

赤穂郡大 高屋 前 経の 楽 にはじまり、その後子 の高屋生源景 が正中 （1324）年に の東 寺
の 深 座に うて 院となって 楽寺に改号し、よく栄えたという。しかし 文年間（1532 1555）に が改 したり、
慶長年間（1596～1615）の めに坂 三か村を した 田 心がみだりに山林田 を 収したため、 して
廃寺となった。その後 15（1702）年、明和7（1770）年の2度にわたり小堂が 建される。山号は 谷山。

49 海 寺跡 ● 18 19 ● ●
山 見寺の 寺で、 文年間(1532～1555)に廃寺となったという。山号は 亀山。現在付近に残る 戸は「寺 」

と呼ばれ、坂 三 の一つに えられる。

50 清海寺跡 ● 18 19 ● ● 置や開基は不明だが、山号が赤城山であり、旧坂 小学 周辺にあったと考えられる。

51 長明寺跡 ● 18 19 ● ● 置や開基は不明だが、山号は八祖山であり、八祖山にあったと考えられる。

52 坂 まち み館 ● 18 ●
大正 期の旧奥 行坂 支 を平成6(1994)年に 景整備し、坂 地区のまち くりの 点施設としたもの。現在は
一般 開され、建物内には 行時代の 庫が現存している。

53
奥 家・奥 造郷土館
奥 事 社 ● 18 ● ●

300年前に築かれた 屋は、西国大名の にもなった大 な入 屋造り。現存する は、 文年中(1661～
1673)の建物といわれ、高さ2ｍ余りの石垣による 地下 の 造も保存されている。黒い 目板に い 込め の
の一 にある郷土館では、大庄屋や 庄屋も務めた奥 家に残る昔の 造道 、 業関 の資料、生活用 な
どを自由に見学できる。郷土館の開館は昭和61(1986)年。

54 山 家 ● 18 ●
明治6(1873)年に建築された 子 階建ての町屋で、平成6(1994)年には赤穂市市街地景観 建築物に指定されて
いる。

55 木戸門跡 ● 18 27 30 ●
江戸時代には坂 の治 護のため坂 大道に木戸門を設置し、 人を配して に開 していた。平成7(1995)
年に ニュ ント整備された。

56 ふるさと海岸 ● 18 ● ●

昭和40（1965）年代前 の台風により海岸 いの家屋が大きな を け、その後防 が建設された。平成5(1993)
年4 、坂 ふるさと海岸整備 デル事業(高 対策事業)として 事 。平成16(2004)年に護岸、養 、 防
帯の整備を え、平成17(2005)年には旧防 の が完 した。

57 とうろん台 ● 18 ● ●
かつて坂 には、神戸海 台からの 情 に基 き、 の き きを柱に 揚して や風向きを らせ
る施設があり、「とうろん台」と呼ばれていた。現在は われたが、 ニュ ントとして整備されている。

58 見の小屋跡 ● 18 ● ●
とは ラの のこと。坂 では敷 を用いた 漁が盛んで、江戸時代には 座が結成されていた。 漁の 、坂
を一望できるこの尾根からの の れ 合を した。

59 高瀬舟 場跡 ● 18 27 30 ● ● ●

千種川の南北流通を支えた高瀬舟運路が坂 上高谷に 岸していた場所。内 部からは に用いる のほか ・
・木 ・こんにゃく ・ などを、 海部(下流部)からは などの海 物が運ばれた。土 の い所は わい「坂

の裏玄関」とも われたという。中土 ( 揚げ場)から 通りの土 に渡す石橋は「高瀬の石橋」と しまれ、昭和
60(1985)年にそのうちの3 を跡地に保存し、土 に「高瀬舟 場跡」の を建立した。

60 岡園 ● 18 19 35 ● ●

大正3(1914)年、児 高 後550周年にあたり開設された。十三景は高 の命 である13 にちなんで 野 山が命
したものである。現在は の名所となっている。

61 坂 大道 ● 18 19 27 30 ● ● ●
千種川を上下した高瀬舟の 場と、坂 とをつなぐ道で、川の運 と海の運 の積み えを っていた。 中の鳥

坂については「 人の はん」という話の 台となっている。（赤穂の昔話）

62 山 ● 18 19 ● ●
山麓に大 神社を し、中腹には坂 城跡、 岡園、 見寺、八十八ヶ所石仏を む。 策路が整備され、 クラや
ツツ が多く植 されている。山頂からは坂 を一望できる。

63 坂 ● 17 18 19 27 30 ● ● ● ● の形 は、瀬戸内海に大きく開いた 海岸。古くから や漁場として栄え、現在は 養 が盛ん。

64 ● 17 18 19 32 ● ●

小 漁 の 合に 置する 。豊 秀 が に 兵した 、 川 が坂 へ寄 し「 は早 よき なれや
が 子の中へ 入れてみつれば」と んだという。

65 法の 戸 ● 19 ● ● ●
法大 によって見つけられたと わる。昔は10 ほどの広さがあり、眼病によいとされた。この水を で運び、 かした

風 屋は「大 」と呼ばれ しまれた。「 法の 水」とも呼ばれる。

66 げんなみさんの 戸 ● 19 ● ● ●

見町にあり も使用されている。「げんなみさん」は「げんさんみ」が訛ったものと推測される。治 4(1180)年に平家
の をおこした 津源氏の源三 は、 治川で戦って れ自 したが、それに 立って ・ 前を播磨国

に がしている。 われる身の は坂 にたどりつき身を め、源氏の世になってから「げんなみさん」と しまれたと
わる。

67 神の 戸 ● 19 ● ● ●
東之町と 見町の境にあたる 神谷に って上に行くと 神の 戸がある。以前は 子社、 社が建てられていた
が、後に 神社を り、 5(1692)年には「東 神敷地森 間、 間」と が残る。

68 の前の 戸 ● 19 ● ● ●
「 見寺の寺 」ともいう。水を み上げた のあとが 戸の に み込まれており、 同 戸として長い間坂 の人々
の をうるおし続けてきたことがわかる。

69 生 の ● 19 ● ● ● 生 にあり、 乗りが毎 水をくんでいた 戸で、坂 三 の一つ。

70 大道 ● 18 19 ● ● ●
坂 三 の一つ。文化年間(1804～1818)に り えを行った 普 によれば屋形もあったようである。昭和
35(1960)年の道路 のため地上より を し、石の 戸 だけが現地保存されている。
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第４章　　地域の歴史文化

坂越（坂越湾周辺）地区の歴史文化遺産一覧（3） ※視点番号は 252 頁を参照。

1 2 3 4 5 6
名　称 もの 場№ こと 解　説

地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化

71 わ みさんの 戸 ● 19 ● ● ●

の頃、高松 に松 和 門という がいた。 や学 に秀で、 の子 を えていたが、 行 として
国行 の 中坂 に立ち寄り定 。彼が学 を えていた場所は 道寺 堂の 奥で、明治の頃は「わ みさんの
戸のところ」と呼ばれていた。昭和10(1935)年に水道が敷かれ現在は「わ みさん」とだけ呼ばれる。

72 楽寺の 戸 ● 19 ● ● ●

下高谷の南 、 神山の山 に 楽寺の 戸がある。この 戸水は生活用水としてだけでなく「イ を治す あらた
かな 水」として く明石辺りまでも られていた。現在も地域 民に利用されている。

73 海運寺の寺 ● 19 ● ● ●
亀山海 寺は 山 見寺の 寺で、 文年間(1532～1555)に廃寺になった。現在付近に残る 戸は「寺 」と呼

ばれ、坂 三 の一つ。

74 の下の 戸 ● 19 ● ● ●

(ちん)の下の 戸が訛ったものと わる。坂 龍の原鉄 所内に保存されている。この 戸の山の上に、南 の
小 御前の 見の があったので、「 の下の 戸」とか「 の清水」と われ、水に不自由する坂 の人たちに

大 にされてきた。

75 イ の 戸 ● 19 ● ● ●
戸は2つあり、豊 な水が きることのない「 （えいごう）」を するものか。 に下の 戸は の 料水として利

用されていた。

76 の木の 戸 ● 19 ● ● ●
の木の地名も場所も では る人がほとんどない。 木林の深い みを分け入ると谷川の川 に土 に まった石

積みの がわ かに できる 度である。かつて 満 が られていたという。

77 イ ラーの 戸 ● 19 ● ● ● 石 を 方向に積んで築かれた珍しい 戸。

78 神石 ● 19 ● ●
大 神社参道の鳥 付近の路 にあり、坂 三 石の一つ。この石を動かしてはなら 、小便など不 なことをすると

るといわれている。なお、坂 三 石とは、この神石と西之町の 神 、鳥 の民家に残る石をいう。

79 神 ● 19 35 ● ●
かつて ち から9ｍ の海中に 2 分ぐらいの があり、 原道 が に された に坂 に寄 し、
この に上がって景 を したと わる（赤穂の昔話）。坂 三 石の一つで、集 所前に説明板がある。

80 びつき ● 17 19 31 35 ● ●
子の 後、 河 が 入鹿の を けて難 から し、 3(644）年に坂 生 の東岸に

し、その に生 の「 び付き （ ）」に上がったと わる。

81 坂 漁 ● 18 27 ●
市内最大の漁 で、赤穂市 体の年間水揚 778 のうち674 を める。漁 約66 （2 18 、3 48 ）が 点として
おり、年間水揚 は674 （うち が523 ）である。（い れも平成28年度実 ）

82 小 漁 ● 18 27 ●

小 は漁村で、明治までは海路か峠 えの道で坂 村と していた。『赤穂の民俗』には、 漁、定置 漁、さし
漁、こ 漁、建て 漁、しばり 漁、はえ 漁、アナ 漁 の漁法が されているが、 漁は昭和

35(1960)年に、しばり 漁は戦後廃業とある。

83 大 ● 17 18 27 35 36 ● ●
地形を し、 な であった。現在も養 が けのために かんでいることが多い。昭和5(1930)年西

之町より 立し、 をもって町名とした。 原道 が を めた 説が残る。（赤穂の民俗）

84 ● 17 19 35 36 ● ●
原道 が 前に された時、 中ここでしばらく「 （ ）」したことが地名の由 とする（赤穂の民俗）。南 の

小 御前が坂 へ た時、はじめに んでいた場所という われもある。

85 見 ● 18 36 ● ●
見の小屋があったところで、漁業者が の 合や の れ 合を見るのに した場所であった。 見の小高いところ

に立つと、景 地として られる や 堂( 戸)など坂 が一望できる。

86 養 ● 18 ●

播磨 における 養 は昭和49(1974)年に坂 で始まり、その後、相生市やたつの市に広がった。坂 の 海
岸が海流の やかな入り海を形成し、 養 の最 となっている。様々な自然 を考 して移動する
は、坂 の な景観となっている。

87 山 歩道 ● 19 ● ● ●
山山頂から東方向へ びる尾根上の 山道。ツツ の植栽が整備されており、瀬戸内海の眺望も い。

88 坂 大 山跡 ● ●
坂 山で 業していた ウ石 山が、昭和49(1974)年の台風8号による 頭 ンプルの結 、高 な 山である
ことが 明。昭和50（1975）年から 業開始、昭和59(1984)年に 山した。

89 坂 小学 跡 ● ● かつての坂 城跡が、小学 の運動場として使用されていたもの。

90 海の駅 ● 18 ●
季節によって の 類が でき、 入できる。漁業体 も 。 名 しおさい市場。

91 坂 漁業協同組合 ● 18 ● 見集 前の坂 漁 前にある。 の養 も行っている。

92 坂 の 祭 ◎ 17 19 31 33 ● ● ●

大 神社の祭礼で、木造和 が行列を組んで海上を 行する大 な 渡御祭である。10 2 に行われる
には、神輿 を中心とする11 の木造和 が東之 から坂 に かぶ生 の御旅所まで、坂 内を 行する。国
指定 無形民俗文化財。

93 坂 り ◎ 19 ● ● ●

和3(1803）年の『御役用 事 』に、 りを取り まった があるが はわからない。大戦中は中 し、戦後に
年 などによって 活。昭和52(1977)年に 坂 り保存 」が結成された。なお、 16(1639）年に 予国 （当
時は馬 ）に移 した坂 の漁 与 ら16家 が、ふるさと坂 を んで始めたという りが に わってい
る。市指定無形民俗文化財。

94 河 説 ● 17 31 ● ●

河 は、 子の として えたとされる人物で、 入鹿の を れて坂 生 に したとの 説が残
る。 氏は旧赤穂郡（現在の赤穂市、相生市、上郡町）と関 の深い渡 氏 であり、古代には郡 として活動し
ていた。大 神社の祭神は 河 であり、神地である生 内には 河 もある。旧赤穂郡内にはかつて27社の大

神社があったとされる。

95 坂 祭り ● 19 ● ●
の名所である坂 城跡及び 岡園周辺で される。 見寺観 堂では無料のお が され 間は が点

し、 が楽しめる。

96 坂 たこ祭り ● ●
地 の新 なたこを使った料 のふるまいなどが楽しめる地域の祭。坂 りも される。

97 山山頂の景観 ● 18 19 ● ● ●
山頂からは坂 を一望できる。 歩道からの風景も しく、ツツ などの植栽が整備されている。

98 瓦葺きのまちなみ ● 18 ● ●
坂 の民家の は、 階建て、 葺きの瓦屋根、平入の で、道路に面する建物前には石垣が築かれ 子の
板塀をめぐらすことが である。

99 養 風景 ● 18 ● ●
坂 では昭和47（1972）年に播磨 の の養 を開始した。坂 や大 の地形を活かし、海流や水 に
よって移動する の風景は、 の風物詩となっている。

100 つなし ● ●
秋祭りの頃に食べられる郷土食。「つなし」はニシン科の 「コノシ 」の 名。体長15 ン よりも小さなものを「つなし」
と呼び、赤穂では昔から の として使われてきた。

101
リ ン、イカナ 、タコ

ツ 漁
● 18 ●

坂 の養 漁業の発 は戦後のことで、 に 養 に関しては 的 は新しい。古くから 岸漁業が盛んで、
や 待 による リ ン漁やイカナ 漁、タコツ を使った漁法がある。




